
SATテクノロジー・ショーケース2020

 

   

■ はじめに 
近年，あらゆる産業分野でロボットが導入され，今後こ

れまで以上に身近な環境でロボットが活躍することが期待
されている．生活の中で活躍するロボットには，小型なが
ら高い作業性を有すること，また人との親和性が高いこと
などがもとめられる．現在，小型なロボットの多くは電動駆
動のものが多いが，電動のアクチュエータは出力が小さく，
電動のアクチュエータでは小型でありながら作業性の高
いロボットを実現することは困難である． 
電動アクチュエータと比較して大きな出力を有するアク

チュエータの一つに油圧アクチュエータがある．油圧アク
チュエータは，剛性の高い油を動力伝達媒体として利用
することで大きな力の発生を可能にし，建設機械や航空
機，工作機械等の大きな発生力が必要な機械システムに
多く用いられる．従来，油圧は特に大型な機械システムで
利用されてきたが，近年はロボットへの適用でも注目され，
油圧システムは大型な機械システムに限らず，あらゆる機
械システムで利用されるようになった．油圧システムを今
後さらに普及させていくための課題の一つに，人との親和
性の向上が挙げられる．本研究では，油圧システムの利
用可能性の拡大を目指し，大きな発生力だけでなく衝撃
吸収性を併せ持つ，接触親和性の高い新たな油圧シリン
ダを開発し，シリンダの特性を評価する． 

 
■ 活動内容 
１．気泡の混入した作動油を動力伝達媒体とする新たな
油圧シリンダの提案 
本研究では，圧縮性の高い空気を油に混ぜ，その油を

動力伝達媒体として利用する新たな油圧シリンダを提案し
た．図1に一般的な油圧シリンダとの比較，図2に製作した
シリンダの写真と断面の模式図を示す．提案するシリンダ
は，一般的な油圧シリンダと異なり，二つのピストンで内部
を３つの部屋に分けられ，中央の部屋（混合作動流体室）
に気泡の混入した作動油が封入されている．この作動油
内の気泡の圧縮性を利用することで衝撃吸収を実現する．
混合作動流体室内の剛性は，気泡の混入量とかける圧力
によって任意に調整することができる． 

 
２．特性評価実験 
本研究では，提案したシリンダの衝撃吸収性を実験的

に評価した．図3に結果の一例を示す．本実験では，気泡
の混入の有無でシリンダの方向切り替え時の混合作動流

体室内の圧力変化を比較している．実験結果から，作動
油中に気泡を混入させることでシリンダ内の急激な圧力変
動が抑制されることがわかり，提案するシリンダが衝撃吸
収性を有することが示された． 
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図 1 一般的な油圧シリンダとの比較 

 
図 2 気泡の混入した作動油を動力伝達媒体とする

油圧シリンダ 
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図 3 実験結果一例 
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